


[東京八王子プロバスクラブ運営細則]
制定 1996・06・29 
改定 1999・08・19 
改定 2009・12・10 
改定 2014・05・08 

[東京八王子プロバスクラブ入会退会等手続きに関する細則]
制定 1997・12・04 
改定 1999・01・07 
改定 2002・06・12 
改定 2009・12・10 

第 1 条 この会に次の委員会を置く。

1.例会委員会　2.情報委員会　3.会員委員会　4.研修委員会　5.地域奉仕委員会

第 2 条 会員は理事会の決定に基づき、これらの委員会または「宇宙の学校」プロジェクトの

いずれかに所属し任務を分担する。ただし会長が承認する役職者はこの限りではない。

第 3 条 委員会に、委員長1名をおき、副委員長は委員長が指名する。

第 4 条 例会委員会は、例会運営のための準備、例会の進行及び出席の確認等を担当する。

第 5 条 情報委員会は、会員に対し例会の内容、行事の案内ほか、会員として必要な情報

を収集し、伝達するほか、本会の活動を紹介するホームページを担当する。

第 6 条 会員委員会は新会員の募集、資格の審査等を担当し、会員の増強を計画する。

第 7 条 研修委員会は、知的ニーズの充足、趣味の習得等のプログラムを計画し運営する。

第 8 条 地域奉仕委員会は、地域社会に貢献する生涯学習計画を立案し、推進する。

第 9 条 会長は、必要に応じ、以下に定める特別な役職の会員を指名することができる。

(1) 本会の加盟する団体の役員

(2) 顧問

(3) 事務局長

(4)「宇宙の学校」プロジェクトのリーダー等若干名 

第 1 条 入　会

(1)会員となろうとする者を推薦するには、被推薦者の意思を確認のうえ、推薦書

を会員委員会の委員長宛に提出する。

(2)会員委員長は、速やかに委員会を招集し、入会を承認するか否かを審議し、

その結果を会長に報告する。会長はこれを理事会に報告して入会の可否を決定

し、推薦者に結果を伝達する。入会を承認するときは、会員となろうとする者

にも伝達する。

(3)急を要するときは、会員委員会及び理事会の決議を持ち回りその他の簡便な方

法によること。

第 2 条 休　会

会員は、所定の用紙により申し出を行い、理事会の承認を得る。なお休会期間中、

その間の会費は月額3分の1とする。

第 3 条 退　会

退会は自由とするが、所定の用紙により申し出るものとする。なお、6ヶ月以上会

費未納の会員は退会したものとみなす。この場合退会手続きは、予め本人と推薦

者の了解を得てから行うこととする。

プロバスクラブの円滑な運営を図るために次のような細則を定める。
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[シンボルマーク制定の経緯とシンボルマークの色 ]　

(シンボルマーク制定の経緯 )

　ロータリークラブには世界共通のマークがあるが、プロバスラブにはまだない｡一部の

クラブで使われているPのマークは、過渡的な要素が強く、一般には理解されにくいので、

ロータリークラブが提唱したという意義と、プロバスクラブの国際性をあわせ、一見して、

直ぐ理解できるように、地球のデザインを基調としてロータリーの歯車を表わしたものを採

用した。

(シンボルマークの色 )

　マークの色は3色とし、次のような意義を表わした。

　　紫紺	 地球を表わした中心部にあり、宇宙の深遠さと人類の英知を意味している。

　　 緑	 地球環境を守る自然を表わし、自然と人類の調和、共存を意味し、同時に、

人類相互間の平和、交流を求める意味を持つ。

　　 茶	 大地を表わし、脚下をしっかり踏まえ、地球に根付いた奉仕を意味している。

茶

(プロバスの文字 )

紫紺

(中心の地球部分)

緑

(下部の葉の部分)
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実行委員長 

同副委員長

事 務 局 長  

同 　 次 長

創立 20 周年記念事業委員会 名簿

杉山　友一 

佐々木研吾

吉田　信夫 

荒　　正勝 

土井　俊玄

吉田　信夫(兼) 

澤渡　　進 

武田洋一郎 

田中　信昭(兼) 

顧　問  大野　聖二 

立川冨美代 

大高　秀夫 

濵野　幸雄 

宮崎　浩平 

矢島　―雄 

下山　邦夫 

会　長  永井　昌平 

副会長  岩島　　寛 

幹　事  田中　信昭

区分 責任者 業 務 区 分 部門長 

事 

業 

支 

援 

部 

門 

吉田 信夫 

荒  正勝 

渉外･庶務   塩澤 廸夫

総務(当年度幹事)   田中 信昭 

予算･決算 澤渡　　進 

会計 高取 和郎

監査 
増田 由明 

飯田冨美子 

事 

業 

部 

門 

杉山 友― 

土井 俊玄 

海上自衛隊音楽隊公演観賞会  立川冨美代 

記念式典 馬場 征彦

レセプション 
立川冨美代 

田中 信昭 

下山 邦夫 ｢輝く宇宙八王子展｣の開催 内山 雅之 

広 

報 

部 

門 

佐々木研吾

広報活動(交流担当) 
浅川 文夫 

山崎 修司 

記念誌の発行 佐々木 正 

クラブ広報資料の改定 八木 啓充 

20周年事業記録   土井 俊雄 
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東京八王子プロバスクラブ創立20周年記念誌

平成 27年 12 月 1 日発行

発行者　東京八王子プロバスクラブ 

〒192-0056 東京都八王子市追分町10-15

TEL 042-626-4343   FAX 042-649-6178

http://www.tokyo-hachioji-probusclub.jp   

編集者 

編　集
印　刷
製　本

20 周年記念事業実行委員会

有限会社 三共社

〒192-0041 東京都八王子市中野上町2-29-1

TEL 042-625-8325   FAX 042-625-8369

http://www.san-p.co.jp

E-mail:post@san-p.co.jp   

編集後記

記念誌の編集については、昨年末より、編集スケジュールや編集方針(内容の構成、

簿冊のサイズ、おおよそのページ数ほか)等について論議を重ねるとともに、前回記

念誌の編集時の気遣い事項の聴取はじめ必要な諸準備を開始し、あわせて、会員紹介

欄のプロフィールとエッセイの原稿依頼を始めてから 10 月 18 日の記念事業を無事

終えて、特集記事を取り急ぎ入稿したところで、長かった作業をやっと終えることが

できたとの感慨でいっぱいである。

    その間、カラーページを増やす方向に沿って会員全員のポートレートの撮影を快

くお引き受けいただいた写真同好会の下山会員、会員の親睦活動、地域奉仕活動、

地域や各プロバスクラブとの交流、記念文集等掲載記事の原稿作成に多大のご尽力

をいただいた会員各位に、厚く厚く御礼申し上げます。あわせて、カラーの色調整

や印刷面から目一杯のご支援をいただいた三共社様に感謝を申し上げます。


